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2014年海外実習報告書　マレーシア 
Universiti Teknologi MARA（UiTM）
須田絢子
実習期間 5 月12日～30日
1 ．はじめに
　 6 年次のアドバンス実習の一環として2014年 5 月12日～ 5 月30日までマレーシアのマラ工科大学に行って
きました。日本との違い，マレーシアの医療を経験できとても実りのある実習をさせていただきました。こ
の報告書によって，少しでも様子を伝えることが出来たらと思います。
2 ．海外実習を希望した理由
　海外の医療を体験してみたいという希望がずっとあり， 6 年次のアドバンス実習で海外に行きたいと以前
から考えていました。そこで，英語が通じる総合診療として，一番地元の人が通う病院を見ることが出来る
のではないかと考え，マレーシアでの実習を希望しました。
3 ．海外実習にいくまでの準備
　山城先生に何度もマレーシアの先生との連絡をとっていただきました。また学生の中では私がマレーシア
の方との連絡を担当していたのですが，初日の動向，学費についてなどの連絡をしました。また 3 週間の実
習間好きな科を選んで良いということでしたので，初めはgeneral medicine，感染症，小児科を希望したの
ですが，マレーシアの学生との兼ね合いでgeneral，循環器，小児科を一週間ずつ回らせていただくことに
なりました。
　英語の勉強に関しては英語圏に行くメンバーで何回か集まって臨床問題を英語で解いたり，自分では医学
英語の単語帳を購入し，毎日いくつか覚えたり，スカイプ英会話で英会話の練習をしました。また，行く直
前にTOEFLの受験をしました。
4 ．キャンパスと寮について
　UiTMの 医 学 部 のキャンパスには 2 つあります。低 学 年 の 時 のキャンパスと 高 学 年 のキャンパス
（Selayang）の 2 つあります。実習は低学年のキャンパスにある病院，そのそばにある病院，クリニック
で行われました。寮はSelayangキャンパス内にあり，学生と同じ寮に暮らします。 3 LDKで 3 人 1 部屋，
その中にさらに 1 人 1 部屋がある感じでした。 3 人の共用スペースにはキッチン，テレビ（電波の関係でほ
とんど観れない）各部屋にはそれぞれトイレとシャワー（水しかでない）がありました。部屋の中ではWi-fi
は使えませんでしたが，一階にある自習室（24時間利用可）ではWi-fiも通じました。その他バドミントン
コートなどありました。
（寮の共用スペース）
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5 ．実習について
　 1 週 間 ずつ 3 つの 科 を 回 らせていただきました。個 人 で 好 きな 科 を 選 べたのですが，私 は，PCM
（primary care）, internal medicine（cardiology）, pediatricsの 3 つの科を回りました。それぞれの週に担
当してくれる学生がいて，その学生と同じグループで実習をしました。 1 つの科の中で実習するのにいろい
ろな病院とキャンパスをいったりきたりするので車にもいっしょに乗せてもらいました。
☆primary care
　近くの診療所に行きました。ここは国立の診療所であったため，患者さんは 1 RM（＝32円）で受診する
ことができていました。中は産婦人科のユニットと，その他診療所，検査室，処置室がありました。その中
で先生の診察を見学したり，産婦人科の定期検診を見学したり，処置が必要な患者さんの処置を手伝わせて
もらったりしました。（この処置はほぼ学生がやっていた。）マレーシアでは患者さんの多くが糖尿病や高血
圧を持っていて，処置の部屋でも糖尿病で足の壊疽になりかかっている人が多く驚きました。そして多くの
人が悪くなるまで病院にこないということで糖尿病性腎症もすごく多いとのことでした。また，感染症とし
ては結核，デング熱が多いみたいでしたが，私は見ることができませんでした。
☆internal medicine, pediatrics
　 2 週目は内科の中でも循環器， 3 週目は小児科を回らせていただきました。先週とは違い大きな病院での
実習でした。学生はどの患者さんのところにでも自由にいってよく自ら問診，身体診察をとっていました。
そこで興味のある患者さんいついてのプレゼンを先生の前でするそうです。私たちも患者さんの問診をとら
せてもらいました。またbedside learningでは先生が回診しながら，患者さんの疾患についてのlectureをし
てくださいました。
　どの科でも午後は比較的レクチャーが多く先生による授業もあったのですが，学生による授業，case 
presentation, discussionと学生主体の授業が非常に多かったです。先生による授業でも本当に多くの人が発
言をしていて驚きました。そして授業や回診などは全て英語で行われていました。マレーシアではマレー語
が多くの人がしゃべっており，英語は患者さんの半分くらいの人しかはなせませんでした。また同じマレー
シアでもマレー系の人はマレー語，インディアンはタミル語，中国系は中国語しかしゃべれない人もいるの
でコミュニケーションの問題が生じるとマレーシアの人が言っていました。
6 ．放課後，土日
　実習は大抵 4 時や 5 時に終わりました。放課後は寮のバトミントンコートでバトミントンしたり，買い物
に行ったりしました。ごはんも結構食べに連れて行ってくれました。マレーシア料理はからいものが多いで
すが，とてもおいしかったです。土日は学生達が遊びに連れて行ってくれたり，自分達でクアラルンプール
の観光をしました。皆と寺院に行ったり，マラッカに行ったり，川で遊んだりしました。なので毎日の放課
後と土日はとても充実していました。
マレーシアの学生達と
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7 ．実習にかかった費用
航空券　 5 万
寮代　　 6 万
授業料　 5 万
その他生活費
　マレーシアの物価はとても安くご飯は大体200~300円でした。たくさんの援助をしていただいたおかげで
もっと安くすみました。
8 ．最後に
　マレーシアの学生はとてもレベルが高く，勤勉でした。授業や実習にたいする積極性も見習いたいと感じ
ました。また，マレーシアという国の文化にも触れられてとても勉強になりました。イスラム教の人が大半
であったため， 1 日 5 回のお祈り，その為，毎日お昼休みは長く，放課後もお祈りの時間までには実習は終
わっていました。また，手術見学も 2 時間以上できないそうです。そういった，自分達とは違う文化で行わ
れる医療を見る機会はとても有意義でした。このようにマレーシアでみた医療を踏まえ今後日本で自分がど
のような医療をしていきたいかかんがえていきたいと思いました。このような機会を与えてくださった山城
先生ありがとうございました。
マラッカにて
